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講演概要： 受動的動歩行はアクチュエー

道を歩き下る現象で,  その存在は昔から

適応能力の高さも古くから興味が持たれ

動知」という研究領域がある.  この２つの

実は,  力学的階層性という観点から自然

れてきた.  本講では,  受動的動歩行が移
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ータを持たない歩行機械が緩やかな坂

らしられている.  一方,  生物がもつ環境

れ様々な研究がなされ,  その一つに「移

の研究テーマは一見関係が薄く見えるが,  

然に深い関係があることが,  近年示唆さ

移動知の核になるのではないかという筆
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